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　要旨：今回我々は，コリンエステラーゼ阻害薬である塩酸ドネペジルがアルツハイマー型認知症患者の睡
眠と認知機能，日中および夜間の活動量に及ぼす効果について検討を行なった．10名の軽度から中等度の
アルツハイマー型認知症患者に対して，ドネペジル 5mg/日毎朝食後投与を 6週間行い，その前後で終夜睡
眠ポリグラフ，ADAS-Jcog検査，アクチウオッチによる活動量の記録を行なった．結果として，投与前後
において日中の活動量，REM睡眠，睡眠効率が統計学的に有意に増加した．また，日中活動量の増加度と
ADAS-Jcog得点の減少度とに有意な正の相関を認めた．ドネペジルが中枢神経系のアセチルコリン神経系
を活性化しアルツハイマー型認知症患者の日中の傾眠傾向を改善した結果，日中の活動量が増加し，注意力，
集中力の増加と認知機能の改善がもたらされたと考えられた．
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